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《調査要項》

遺跡名称：仙台城跡 ( 二の丸北方武家屋敷地区第 15地点 )

調査原因：東北大学課外活動施設新営

調査主体：国立大学法人東北大学

調査担当：東北大学埋蔵文化財調査室

調査期間：平成 24年４月～平成 26年 11月

　　　　　（予定、途中に中断期間あり）

調査面積：1,480㎡

＝二の丸北方の武家屋敷について＝

　仙台城は仙台藩初代藩主伊達政宗によって、慶長 5年

(1600) から築城が開始されます。これに合わせて、仙台

城下の造営も開始されます。二の丸北方の武家屋敷も、

この頃から造営されたと考えられます。寛永15年 (1638)

には、二代藩主伊達忠宗によって二の丸が

造営され、これ以降二の丸が仙台城の実質

的な中枢となり、幕末まで維持されます。

寛文４年 (1664) 以降の城下絵図には、屋

敷地の区画と人名が記され、そこに住んで

いた家臣を知ることができます。二の丸北

方の武家屋敷は、二の丸の裏口である台所

門に接する地域として、比較的上級の家臣

の屋敷地として利用されました。　

　仙台城周辺の武家屋敷は、明治維新後に

ほとんど取り壊されます。取り壊し後、畑

として使用された時期があったことが、こ

れまでの調査で判っています。明治 21 年

（1888）に陸軍第二師団が設置されると、

旧二の丸には師団司令部、その周辺には第

二師団関係の施設が設置されます。

＝検出遺構の概要＝

　今回の調査地点には屋外プールがありましたが、プー

ル建設による削平は少なく、江戸時代の遺構面がおおむ

ね残っていました。

　調査区の北東隅に近いところには、深い沢状の遺構が

あります ( １号遺構 )。北側へ向かって深くなっており、

北東側の段丘崖の下へ流れていく沢と考えられます。

　この沢に合流する形で、調査区を西から東へ横断する

溝 (10 号溝 ) があります。18 世紀から 19 世紀にかけて

の時期と思われます。この溝をはさんで地面の標高が北

側が低くなることから、ここが南北の屋敷の境と考えら

れます。この溝には、北側・南側の両方から溝や暗渠が

合流し、主要な排水路として利用されたと考えられます。

　調査区の東端には溝状遺構 (56 号遺構 ) が南北に伸び

ており、溝状と方形などの掘り込みが連続します。この

溝状遺構は、南東に隣接する第４地点の調査区で続きが

発見されており、これをはさんで地面の標高が東側が低

くなることから、ここが東西の屋敷の境と考えられます。

時期は 18 世紀が中心で、19 世紀まで使われた可能性が

あります。

　溝状遺構の西側には、南北に伸びる溝 (13 号溝 ) と掘立

柱列が並びます。第４地点の調査区では、溝が埋まって

から柱列が造られたことが判明しています。13 号溝は、

17世紀初頭に掘られた可能性があり、17世紀の内には埋

没したと考えられ、古い時期の区画溝と思われます。掘

立柱列は、屋敷を区画する塀と考えられます。13号溝には、

東西方向に伸びる 19 号溝が接続します。13 号溝が一部

埋まった段階で造られています。古い段階の、東西方向

の区画溝と考えられます。

　絵図の記載を参照すると、調査区の東北隅に近い部分

が、４つの区画の屋敷地の境であったと考えられます。

仙台城下の武家屋敷では、道路に面した表側は塀をめぐ

らしますが、それ以外では生け垣で屋敷境を区画してい

たとされています。今回の調査でも、屋敷境と考えられ

る塀跡は、１列だけしか発見されていません。南北の屋

敷境と考えられる 10号溝の周囲には、遺構がほとんどみ

られない区域が帯状に東西に伸びます。このような部分

には、樹木が植えられ、生け垣とされていたと考えられ

ます。

　東西の区画溝である 10号溝から北側では、円形や不整

形をした浅い掘り込みが連続しており、庭園の池であっ

た可能性があります。何回か造り替えられ、最後には東

西に溝が掘られています ( ２号遺構 )。古い東西方向の区

画溝である 19号溝より南側の区域は、調査が未了の部分

がありますが、溝や大規模な掘り込みが見られ、柱穴は

あまり見られません。

　江戸時代以前の遺構としては、縄文時代の落とし穴の

可能性のある遺構が１基見つかっています。未調査です
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の周辺で 12点出土しました。当地区では、弾丸はほとん

ど出土しないのが通常です。D区画は、18 世紀の絵図に

は「弓的場・鉄砲星場」と記されており、弓矢や鉄砲の

射撃場として使用されたことがわかります。多数の弾丸

の出土は、鉄砲の射撃場で使用されたものと見られます。

　縄文土器、石器も発見されました。細かな時期が判明

するものはわずかですが、縄文時代晩期の土器がありま

す。

＝屋敷区画の復元＝

　二の丸地区と武家屋敷地区との境の千貫沢は、江戸時

代から大きく変わっていないと見られることから、沢の

北側に沿って道路 ( 筋違橋通 ) が伸びていたと推定されま

す。南西側の厚生会館増築に伴う第 13 地点の調査では、

千貫沢から分岐して北側に入り込む沢が検出されました。

城下絵図で、Ｂ区画の西端に描かれた沢に相当すると考

えられます。東側のグランドとの境の段差は、段丘崖です。

Ａ区画の東側は、この段丘崖が屋敷境であったと考えら

れます。

　これらに今回の調査成果を合わせて考えると、図示し

たように、Ａ区画とＢ区画の、二つの屋敷地を復元する

ことができました。道路に面した間口は、両方とも約 70

ｍ、二つの区画の境の部分での奥行きは 54ｍとなります。

仙台城下の屋敷の計測には、１間が６尺 ( 約 1.8 ｍ ) の

「仙台屋敷竿」が使用されました。今回復元できた屋敷の

間口は、約 39 間、奥行き 30 間となります。南側の道路

が、これ以外にも縄文時代の遺構となる可能性あるもの

が見つかっています。

＝出土遺物＝

　江戸時代の初頭から幕末までの時期の、陶磁器・土器類・

土人形・土製品や瓦、金属製品など、多数の遺物が出土

しています。古い段階の区画溝（13号溝）からは、17世

紀初頭から前葉の中国産磁器や志野・織部などの陶器が、

ややまとまって出土しています。

　土人形や土製品も多数出土しています。土人形や土製

品は、二の丸地区ではほとんど出土しませんが、屋敷地

では多く出土します。

　瓦は全体に少なく、屋敷地全体に共通する特徴です。

門や塀、蔵など、一部の施設以外は、瓦は使用されてい

なかったと考えられます。

　特記されることとして、鉛製の弾丸が、調査区北東隅

の幅をどのように想定するかで数値は若干変動しますが、

基準に照らし合わせると、禄高が 800 ～ 1000 石の家臣

の屋敷地が、「間口 40 間、奥行 30 間」とされているの

に相当します。これは、特別に身分の高い別格と言える

家臣の屋敷地を除くと、最大規模のものです。面積の正

確な算定は困難ですが、3,000 平米を越え、1,000 坪ほど

の広さであったと考えられます。

＝屋敷地内での土地利用＝

　今回の調査区では、建物跡はほとんど検出されません

でした。一方、南東側に隣接する第４地点の調査区では、

多数の掘立柱の柱穴などが検出されています。

　屋敷の区画の復元を踏まえて考えると、南側の道路に

門があり、そこから若干の間を空けて、主要な建物が建

てられていたと考えられます。裏手にあたる区域には、

建物がほとんど建てられていなかったと考えられます。B

区画と C区画の屋敷境の付近には、ほとんど遺構の見ら

れない区域があります。ここには樹木が植えられ「生け垣」

とされていた可能性が考えられます。また、C区画の屋敷

境に近い区域には、池と考えられる遺構が展開することか

ら、庭園として利用されていたと思われます。このように、

屋敷地の中での、土地利用のあり方を、おおむね復元する

ことができるようになりました。

＝まとめ＝

　今回の調査成果に、これまでの調査成果を合わせて検討

することから、屋敷地の具体的な大きさが復元できました。

また、屋敷内での土地利用の実態など、仙台城周辺の武家

屋敷の実態を明らかにする上で、重要なデータを得ること

ができました。

『仙台市史通史編３近世Ⅰ』より

天明６～寛政元年 (1786 ～ 89)

仙台城下絵図

調査区と屋敷区画の復元 ( 縮尺 1/1000)


